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司法書士講座

 

体験用
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１．民法 

 

 

 

① 意思能力・行為能力 

② 意思表示 

③ 代理 

④ 時効 

 

 

 

 

① 物権変動と対抗要件 

② 占有権 

③ 所有権 

④ 用益権 

 

 

 

 

① 留置権 

② 先取特権 

③ 質権 

④ 抵当権 

⑤ 根抵当権 

⑥ 譲渡担保権 

 

 

 

 

① 債務不履行 

② 債権者代位権 

③ 詐害行為取消権 

④ 多数当事者 

⑤ 債権譲渡・債務引受 

⑥ 弁済・代物弁済 

⑦ 相殺 

 

  

(１) 民法総則 

(２) 物権 

(３) 担保物権 

(４) 債権総論 
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① 契約総論 

 （同時履行の抗弁権・解除） 

② 売買 

③ 賃貸借 

④ 請負 

⑤ 委任 

⑥ 不法行為 

 

 

 

 

① 婚姻・離婚 

② 親子 

 

 

 

 

① 相続人 

② 相続分 

③ 相続の承認・放棄 

④ 遺産分割 

⑤ 遺言 

⑥ 遺留分 

 

(５) 債権各論 

(７) 相続 

(６) 親族 
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(１) 民法総則 

① 意思能力・行為能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 意思表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

制限行為能力者 

法定代理人 A 

未成年者 B            相手方 C 

自分の時計を売った 

 

動機の錯誤 

売主 A               買主 B 

不動産を購入した 

近くに駅ができると思って買ったが 

実は駅ができる予定はなかった 

 

無権代理 

相手方 C 
Aの家を売った 

家を借りる人を 

探してほしい 

無権代理人 B 

本人 A 

？ 
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④ 時効 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 物権 

① 物権変動と対抗要件 

 

 

 

 

 

 

 

② 占有権 

 

 

 

 

 

 

 

③ 所有権 

 

 

 

 

 

 

  

 

二重譲渡 

② 売 却 

① 

売 却 

C （登 記） 

所有者 A B 

 

 即時取得 

時計の所有者 A 

占有者 B              C（善意・無過失） 

自分の時計として売却 

 

共 有 

賃貸 

Ａ 
1 

3 

Ｂ 
1 

3 

Ｃ 
1 

3 

Ｄ 

 

取得時効 

占有開始（善意・無過失） 

１０年 
援用 

時効完成 
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④ 用益権 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 担保物権 

① 留置権 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 先取特権 

 

 

 

 

 

 

③ 質権 

 

 

 

 

 

 

  

 

地役権 

 
所有者 ○Ａ  

要役地 
 
（通行） 

承役地 

 

Ａが自分の時計の修理をＢに依頼したケース 

返還請求 

留置権 

所有者 A B 

修理代金の支払請求権 

 

買主Ｂ 
時計 

土地 
第三者Ｃ 売主Ａ 

 
10万円貸す 

時計を質入れする 
貸主 A 借主 B 
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④ 抵当権（物上代位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 根抵当権 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 譲渡担保権 

 

 

 

 

 

 

(４) 債権総論 

①債務不履行 

 

 

 

 

 

 

  

 

保険会社 

差押 
1000 万円 

債務者 Ａ 

抵当権者 Ｘ 

火災 

 
家電メーカー A社 

家電量販店 B社 

 
所有権 

返済できたら返還してもらう合意 

100万円の借主 A 貸主 B 

ⅰ 強制履行 

ⅱ 損害賠償請求 

ⅲ 解除 
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② 債権者代位権 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 詐害行為取消権 

 

 

 

 

 

 

 

④ 多数当事者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第三者 C 

○ａ  

債務者 B 

（無資力） 

債権者 A 

○ｂ  

 

第三者 債務者 B 

（無資力） 

債権者 A 

取消 

 

ⅰ 連帯債務 

債権者 Ａ（300万円） 

Ｃ Ｄ Ｂ 

 

保証人 C 

保証契約 

主たる債務者 Ｂ 

債権者 A 

ⅱ 保証債務 
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⑤ 債権譲渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 債務引受 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 弁済・代物弁済 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 相殺 

 

 

 

 

  

 債権者 Ａ 

債務者 Ｂ 

ａ 

第三者 Ｃ 

ａ 

 債権者 Ａ 

債務者 Ｂ 第三者 Ｃ 

 100万円の貸金債権（自働債権） 

100万円の代金債権（受働債権） 

A 

相殺 
B 

 債権者 Ａ 

債務者 Ｂ 

1000 万円 

代物弁済 
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(５) 債権各論 

① 契約総論 

 

 

 

 

 

 

② 売買 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 賃貸借 

 

 

 

 

 

 

 

④ 請負（家を建てる） 

 

 

 

 

 

  

 代金の支払請求権 

物の引渡請求権 
売主 A 買主 B 

同時履行の抗弁権 

 

売主 A 買主 B 

欠陥 
↓ 

（物） 

修補請求 
代金減額請求 
損害賠償請求 
解除 

担保責任 

 賃貸人 A 

賃借人 B 

修繕 

○ 

× 

 仕事の完成 

報酬の支払い 
注文者 A 請負人 B 
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⑤ 委任（司法書士の仕事） 

 

 

 

 

 

 

⑥ 不法行為（過失相殺） 

 

 

 

 

 

 

 

(６) 親族 

① 婚姻（どこまで親族？） 

 

 

 

 

 

 

 

② 離婚 

 

 

 

 

 

 

  

 （高度な信頼関係） 委任者 A 受任者 B 

 過失により Bをはねた 

損害賠償請求 

↓ 

賠償額が減ることもある 

加害者 A 被害者 B 

(道に飛び出した) 

協議離婚（創設的届出） 

裁判離婚（報告的届出） 

 A B 

甲 

C D 

乙 E （婚姻） 
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③ 親子 

 

 

 

 

 

 

 

(７) 相続 

① 相続人（代襲相続） 

 

 

 

 

 

 

 

② 相続分 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 相続の承認・放棄 

 

 

 

 

  

 
嫡出子 

嫡出子でない子        → 認知 

推定される嫡出子  → 嫡出否認の訴え 

推定されない嫡出子 → 親子関係不存在 

確認の訴え 

 A B 

甲 

← Aより先に死亡 C 

代襲相続 

 父 母 

兄弟 本人（死亡） 配偶子 

子 
① 配偶者：子（1：1） 

② 配偶者：父母（2：1） 

③ 配偶者：兄弟（3：1） 

 

自分が相続人となっていることを知った 

3ヵ月 相続開始 
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④ 遺産分割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 遺言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 遺留分 

 

 

 

 

 

 

 

 

26. 4. 1.    「甲土地を Bに遺贈する」 

 

27. 6. 1.    「甲土地を Cに遺贈する」 

 

28.10. 1. 死亡  （甲土地）A → C  

書面① 

書面② 

(遺言者 A) 

 
C A 

子 B 

(全財産を遺贈) 

減殺請求 
1 

2 

 A 26.4.1. 死亡 

○B  D 28.10.1. 死亡 

○E  

○C  


